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◇ これからの放送予定◇

第535回 l月23日放送

交響連章「歳時記」後編
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スポンサーから一言
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外国映画を見ると実にイキ

なデザインの屯活機がでて

きます。デパー トなどで購

人したイ ンテ リア屯話機で

も、認祉マー クのある製，',;',

なら、屯話），すへ屈 けるだけ

で1町IJOK/ 

これからは、イ ンテ リアに

合わせてi'lIIIに屯話機を選

べ るなんて楽しくなります
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スバルは、早くから4WDの"r
厖性に.;•T- 1 Iしています。 ドライ
バーが、現介手にし得る最 も進

んだ、最も「ぬきのない、どんな

状況のもとでも速く確火に,l.り
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東京放送

電電公社

富士重工

毎週日曜日午前11 時~ 11 時30分 6チャンネル TBS東京放送



lit界誠，沿のコンサート ・マスターと称しても過言ではない、ベルリン・
ミシェル・シュヴァルベ シリーズ MICHEL SCHWALBE フィルハーモニー管弦楽団のミシェル ・シュヴァルベ氏をお迎えして、

3週にわたるシ リーズを糾みました。

第536回 第537回 第538回
ミシェル・シュヴァルベ シリーズ(1)

ー教育者として （仮題）

放送日 1月30日（日）

シュヴァルベ氏は、最近フランス文化省の

哭翡で、フランスの行楽教育の中枢であるコ

ンセルヴャトア←ルに招かれて、そこの教育

者を統括する地位に就任するだろうとIIされ
ています。他1月のオーケストラのコンサート ・

マスターを招いて、自川の紆楽教育の）j針を

あらためようとするのは、文化的誇りの晶い

フランスとしては、よほどのことなのですが、

それだけシュヴァルベ氏が教育行としての秀

でた才能の持iミだとげうことになりましょう。
かつて、シュヴァルベ氏から、きびしい教

えを受けた安水徹氏の協演を得まして、具休

的な教育）j法をうかがいながら、 師弟による

協奏1111を油奏していただきます。

曲目 J・S・バッハ作1111「2つのヴァイオリン

のための協奏1111二短調」

ミシェル・シュヴァルベ シリーズ(2)

コンサートマスターとして （仮題）

放送日2月6日（日）

シュヴァルベ氏としヽえば、難1111中の難1ll1R・

シュトラウス「炎雄の'UJI'」のヴァイオ リン
ソロとして、 Ill界のクラシック('.'楽ファンに

知られるイf在です。Ii:1,rヘルベルト ・フォン
カラヤン氏と糾んだその油於は、まさに比類

のない{'.'色だとしヽ われます。

1957年、シュヴァルベ氏は、ベルリン・フィ

ルfr楽監:,督、カラヤン氏の強い災咄で、スイ
ス・ロマント、管弦楽団から、ベルリン・フィル

のコンサート・マスターに就任しました。 ベル

リン・フィル移籍i11'1:後、シュヴァルベ氏は、
カラヤン氏から、「れがソロを弾くのだ」とい

って、ひとつの諮1(1iを渡されました。それが

シュヴァルベ氏と 「炭雄の牛1Jr」という 1111の
迎命的な出会いでした。さて、シュヴァルベ氏

日身がたどった連命は……。

曲目 R・シュトラウスイ'1:1111「佼雄の'UJH」
op40からその第1部と第3部

ミシェル・シュヴァルベ氏

ミシェル・シュヴァルベ MICHELSCHWALBE 

1919年、ラ ドム（ポーランド）に牛まれた。少年
期から早くも音楽の犬分をあらわし、ワルシャワの

,Y楽踪で初めてのコンサー トを行ない、その後次々
にオペラ協会や国寸放送局でコンサートを行なって

大成功を収めた。ワルシャワ高笠惰楽学校でM・フ
レンケル教授（レオポルド・ アウアー氏の弟f-)に

師 · J ~し、13歳でこれを修 (、'33年木パリに留学。 '35
--..135年ヴァイオリ ンをジョルジュ ・エネスコ氏に、
宅内楽をピエール ・モ ン ト ウー氏 に,• ;とんだ。 '36年、

パリ1玉Ill音楽院に人学。 '38'年、サラサーデ代を獲得
するとともに、第一位で卒業。 '44年からスイスの行

楽界に登場。ス イ ス ・ロマン ト‘・ {i亨弦楽団の i"flr'i~ヴァ

イオリ ン・ソリ ストとして活躍。さらに、弦楽f!Lj屯

奏団を結成し、時を経ずしてスイスの聴衆の評価を

得た。 '57年ベルリン・フィルのコンサート・マスタ
ーに就任、現在に至る。

ミシェル・シュヴァルベ シリーズ(3)

ソリストとして （仮題）

放送日 2月13日（日）

今1111は、 II木でも i'¥楽愛好求に最も人気が

あり、皆さんもよくごイi状IIのヴィバルティ作

1111「四予」をお送りします。

ソリストとして、シュヴァルベ氏はもちろ

ん、いくつかのレコードを作っていますが、

なかでもカラヤン氏と糾んだ 「四季」は傑作

といわれ、名紗湊でよく知られています。

この1111で珍しいのは、ヴァイオリン協奏1111

でありながら椋辿{'?楽であるという、,,',,:で、ヴ

イバルディ l'I身が，りきこんだ梢屎の，i菜か‘
イi名です。シュヴァルベ氏に、何人かの他の

ヴァイオ リニス トの解釈で実油しながら、ご

1'1分の解釈て 「j/Lj李」を社湊、解説していた

だきます。

曲目 ヴィバルティ作llll「四予」から

く冬〉の第1、2、3楽衣、 <-{1-〉第1楽咲

~ 1 月 23 日の放送内容紹介～
第535回 交響連章「歳時記」後編

「オーケストラがやって米た」が特別依頼し

た11本の作1111家12人が、交粋辿店 「淑時記」

と銘打ちました,,祈1111"を披森いたします。

これは、芥川也 、J心氏が提案したモ・チーフ、

即ち111本11'(純氏の 「ひげH・I・G・E」を （そ

れぞれII、G、Eの行、 Iはないので作rH1家

がi'I分で選んだものを人れます）店に、17分
の化まれた）jの季節感を織り込んでつくった

1111です。 12の1111が見まると、r'Iずと、 i汗の「歳

II 、~\\じ」 となります。

さて、今訓はその後編、 7月から12月にな

ります。作1111'家は、 7) j二枝］必初氏、 8 J]中

Ill:、',:-11'(氏、 9JI池辺背郎氏、 10)J林光氏、

11月八木11:_1I: 氏、12)J諸井誠氏です。ご期待
くださしヽ 。

＇ 

安永徹
1951年、輻岡県'I-:まれ。 '64年より、i「藤俊哉氏に師事。
桐朋学園高筈部i予楽科を経て、同人咋布楽部人学。 '71年、
第40阿音楽コンクール第一位人'l't。'74年、 大学卒業後ヨ
ーロ ッパヘ渡り、 ベル リン行楽大学人‘芹。ミシェル・ シュ

ヴァルベ氏にrw~.i1-。 '77年、 ベルリン ・ フィルの入団試験
に合格、 節ー••ヴァ イ オ リ ンとして人団。 将米 コ ンサー ト・
マスターと して期待されている炎オである。

井上道義

1946年、 束沢 I:まれ。 幼少の頃より ピアノ、バレー、
油劇笠に典味をホす。 桐JJJl'学園高等部行楽科を経て、同
大学指揮利人学。 故斎藤秀雄氏に師事。 '69年、東成都交
臀凍Iヽti副指揮者に就任。'71年、 渡欧。イタリアのミラノ
にて、「スカラHを」 じ催の第6回「グイド・カ ンテルリ記
念指揮者コンクール」にて優勝、 一躍内外の注目を集めた。

その後、ヨーロッパ各地で活躍。'76年、日本テビュー。
'78年、 再渡欧。現在に至る まで、国内外で活躍。又、邦

人作品の濱奏に意欲的に取り組む。


